
皆さん、おはようございます。 

本日は、平成３１年海津市議会第１回定例会を開催

いたしましたところ、議員各位におかれましては、何か

とご多用のところご参集を賜り、誠にありがとうござ

います。  

今回、提出いたしております平成３１年度当初予算

案や平成３０年度補正予算案並びに条例、その他の案

件についてご審議をお願いするにあたり、新年度にお

ける、平成最後となる施政方針と取組みの大要を申し

上げ、議員各位並びに市民の皆様のご理解と、より一層

のご協力を賜りたいと存じます。 

 

昨年を振り返りますと、平昌オリンピック・パラリン

ピックにおいて日本選手団の大活躍や、日本人のノー

ベル生理学・医学賞受賞などの明るいニュースが多く

ありました。 

一方で、６月１８日に大阪府北部を震源として発生

した最大震度６弱の地震により、小学校のブロック塀

が倒壊し登校途中の小学４年生の女の子が犠牲となり

尊い命を落とされています。この事故はブロック塀の

安全性について全国の市町村に大きな衝撃を与え、学

校をはじめとする公共施設、通学路等の一斉点検を行

うなど、本市におきましてもその対策を講じてまいり

ました。さらには、平成３０年北海道胆振東部地震では

最大震度７を観測し、広範囲で土砂崩れや大停電を引

き起こし地域住民の生活に大打撃を与えています。 
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また、毎年のように各地を襲う豪雨災害が昨年も発

生し、平成３０年７月豪雨では西日本を中心に甚大な

浸水害等をもたらせるなど、相次いで大規模な自然災

害が発生しています。 

この度の災害で犠牲になられた方々に心より哀悼の

意を表しますとともに、被災された方々には、一日も早

く日常生活が戻りますことをお祈り申し上げます。 

本市におきましても、９月４日の近畿地方を中心に

記録的な高潮や記録的な暴風となった台風２１号の影

響により、瓦や看板が飛散するなど多くの民家等に被

害をもたらし、さらには、広範囲に亘る大規模停電が発

生し、復旧に時間を費やし、多くの市民の皆さんが不便

な日常活動を送ることとなり、自然がもたらす脅威を

実感するものとなりました。 

こうした災害に接するたびに、自らの身は自らで守

ることを意識した日々の備えと、より実践的な訓練に

より、地域の防災力を高めていくことが重要であると

いう思いを強くしております。 

本市では、合併直後より、市民の皆さんが相互に協力

・連携し、災害に立ち向かうための要となります各地

域での自主防災組織の組織化に取り組み、現在では 

７１．2％の組織率になりました。災害弱者と言われる

方々にも優しい、安心・安全を確保する基盤として、さ

らなる組織化に向けた推進と支援の取り組みを継続し

てまいります。 

 

ここで経済状況に目を向けますと、今年１月の内閣
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府の月例経済報告では、先行きについては、雇用所得環

境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩や

かな回復が続くことが期待されるとしている。ただし、

通商問題の動向が世界経済に与える影響や、中国経済

の先行きなど海外経済の不確実性、金融資本市場の変

動の影響に留意する必要があると結んでいます。 

国内の個人消費については雇用・所得環境の改善が

続くなかで持ち直すとともに、企業活動については設

備投資が増加し、生産は緩やかに増加するなど、景気は

緩やかに拡大しています。 

 

本市においては、経済活動の指標ともなるべく市税

収入において、人口減少等さまざまな要因も重なり、な

かなか増加に転じていませんが、昨年あたりから複数

の市内事業者のなかで、事業所の増設など活発な設備

投資をされている元気な事業所も見受けられ、今後の

事業活動に大きなご期待を寄せるとともに、行政とし

ましてもでき得る範囲で支援をしてまいりたいと存じ

ております。 

 

このような経済を取り巻く環境のなかで、国におき

ましては、多様な働き方を選択できる社会の実現に向

けた新たな仕組みや、外国人材の受入れなどが開始さ

れ、１０月からは消費税の税率の引き上げが予定され

るなど、市民生活への影響が懸念されているところで

あります。 
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我々、基礎自治体は市民の財産を守り、暮らしをしっ

かりと支える中心的な役割を担っております。そのた

め、日頃から市民生活に密接した行政サービスの提供

や、産業振興、地域の活性化に精力的に取り組みを継続

してまいります。 

 

また、今年は、天皇陛下の御退位及び皇太子殿下の御

即位が行われ、改元により新しい時代が始まる節目の

年となります。 

 

これから始まる新しい時代に向けて、これまで多く

の市民の皆様、議員各位にはご心配や、ご迷惑をおかけ

してまいりました駒野工業団地の造成がいよいよ本格

化してまいりました。 

また、時を同じくして東海環状自動車道西回り区間

における海津地区起工式も無事に終えることができ、

早期開通をめざし新たなスタートが切られておりま

す。 

このように、私が常々申しておりました、東海環状自

動車道海津スマートインターチェンジと相俟って、駒

野工業団地への企業誘致を加速化させ、若い世代を中

心とし地元での雇用の場を確保し、都市としての賑わ

いを創出する土台作りが現実の姿として大きく動き出

してまいりました。 

 

また、私たちのまち海津は、恵まれた自然環境と歴史
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という大きな財産を兼ね備えています。 

特に水辺環境は日本有数の水郷地帯として多種多様

な生態系を育んできております。この生態系は、私たち

の日常生活と非常に密接な関係をもってきました。古

くは魚が泳ぐ水を飲んだり、淡水魚独自の食文化とし

て食卓に並んだり、芸術や遊びの対象になったりと、私

たち人間社会とは切っても切れない関係にあったと言

えます。 

そして私たちは、今も残るこの美しい海津の自然や

生き物の生態系を子どもたちや孫、さらには次の世代

へと引き継いでいかなければなりません。 

このように本市が持つ恵まれた自然環境と築き上げ

た歴史という大きな財産と、動き出した大プロジェク

トの早期完成を起爆剤とした地域振興によって、調和

のとれた活力ある元気な海津市の魅力を国内外に発信

し、新しい時代の幕開けとともにあらゆる施策を動員

して切り開いていてまいります。 

 

一方、これら事業を推進していくうえで、健全な財政

状況を築き上げることが急務となってきております。 

市税をはじめとする自主財源の確保が非常に厳しい

なかにあって、財政規律を守り、将来の海津を担う子ど

もたちに過度の負担を強いることなく、未来を見据え

た必要な手だてを講じることが重要であります。従前

から行ってきております事務事業の見直しをはじめと

する行政改革を、今以上に勇気を持って取り組み、思い
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切った改革を早期に実現させないことには、将来に大

きな禍根を残すことにもなりかねません。 

今日、破綻の危機に直面している自治体もあるなど、

地方自治体を取り巻く環境は非常に厳しいものがあり

ますが、厳しい状況下にあってこそ、全事務事業を 

ゼロベースで見直し、新たな活力の創造に向け、総力を

挙げて困難に立ち向かい乗り越えて行かなければなり

ません。 

 

このような状況下にはありますが、新年度も「海津市

第２次総合計画」の重点施策の一つである「地域の賑わ

いと活力の向上」に向けて、さらに観光資源やイベント

に磨きをかけ、海津ブランドを構築し、全国から観光客

が訪れるよう働きかけをしてまいります。 

今年、３月１５日には、新たな観光ブランドである月

見の森の「日本百名月」にちなんで、夜景観光推進に向

けた取り組みのひとつとして、「第４回名月サミット」

の開催を計画しておりますし、１０月１９・２０日に

は、中国の伝説上の最初の王朝である夏王朝の始祖で、

古くから治水の神として崇拝されている「禹王」にちな

んだ、「第７回禹王サミットｉｎ海津」の開催も計画し

ております。参加者を含め多くの皆さんに海津市を知

っていただくきっかけになるものと、期待をしており

ます。 

 

新しい時代の幕開けにふさわしい本市の持続的な発
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展に向け、市民の皆様に最も近い基礎自治体として、よ

り一層の責任と自覚を持って、市政運営に全身全霊を

傾注し取り組んでまいる覚悟でございます。 

 

それでは、主な事業及び新たな事業を、第２次総合

計画で設定しました５つの基本目標に沿って申し上げ

ます。 

 

はじめに「だれもが健康で 笑顔あふれる まちづく

り」についてであります。 

 

保健衛生事務事業では、「骨髄移植ドナー支援事

業」として、ドナーと事業所に対する助成金制度を設

け、骨髄移植ドナー登録の推進を図ってまいります。 

健康づくり推進事業並びに健康教育・相談等事業で

は、「第２次かいづ健康づくりプラン」に基づき、健

康展、市民健康講座等の開催による健康月間の充実、

食育の推進、毎月開催する体組成測定・食事相談や出

前講座の実施等により、市民の生涯を通じた健康づく

りの更なる推進、健康寿命の延伸を図ってまいりま

す。 

精神保健福祉事業では、現在策定中の「自殺対策計

画」の１年目となりますので、「誰も自殺に追い込まれ

ることのない生き心地の良い海津市」を基本理念に、市

民ボランティア団体「こころ見守りたい」の皆さんとの

協働による予防啓発とともに、職員にも市民の皆さん
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と接する機会を通して「気づき役」「つなぎ役」となる

よう対策の強化に努めてまいります。 

また、精神科医による相談事業や中学生と保護者を

対象とした講演会など、引き続き実施してまいります。 

がん健診等事業では、各種がん検診・肝炎ウイルス

検診・胃がんリスク検診等を実施するとともに、対象

年齢者の大腸がん検診の無料実施、乳がん・子宮頸が

ん検診の無料クーポンの配布、対象年齢外の方にはワ

ンコインでがん等の検診を実施するなど、がんの予

防、早期発見、早期治療を推進いたします。また、健

康ポイント事業並びにがん検診受診勧奨サイトなどを

活用し、受診率の向上に努めてまいります。 

予防接種事業では、風しんの追加的対策として 

３９歳から５９歳の男性に対する、無料の抗体検査を

前置した風しんの第５期定期予防接種を実施するとと

もに、高齢者肺炎球菌定期予防接種を５年間延長し実

施します。 

妊婦・乳幼児健診事業では、斜視や遠視を早期発見

するため３歳児健診にスポットビジョンスクリーナー

(ＳＶＳ)による眼科検査を追加するほか、特定不妊治

療、一般不妊治療の治療費助成を継続し、不妊に悩む

ご夫婦の経済的・精神的負担の軽減を図ります。 

また、市内歯科医療機関において実施する、１歳児

を対象とした「はじめてのフッ素塗布」や「８０２０

歯科健診」を推進するとともに、かかりつけ歯科医制

度の普及を図ってまいります。 
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母子保健事業では、育児不安に対応し育児力を高め

るために「ベビママ学級」を２か月児を対象に実施す

るほか、保健師・助産師・管理栄養士など多くの専門

職のかかわりによる相談訪問事業などにより、妊婦や

赤ちゃんを持つ保護者が、安心して出産を迎え、育児

ができるよう更なる支援の充実を図ってまいります。 

子育て支援では、「子ども・子育て支援事業計画」

に基づき、地域社会全体や市内１２園の認定こども園

での子育て支援をさらに推進してまいります。 

共働き世帯等が、働きながら安心して子どもを預け

られるよう、一時預かり事業、延長保育事業、子育て

支援拠点事業、病児保育委託事業、留守家庭児童教室

運営事業など多様な子育て支援サービスの充実に努め

てまいります。 

また、来年度で、「子ども・子育て支援事業計画」

が最終年を迎えることから、今年度実施した 

アンケート調査を踏まえて２０２０年度から５年間の

「第２期子ども・子育て支援事業計画」を策定してま

いります。 

経済的な子育て支援としましては、引き続き、安心

して子どもを産み育てることができるよう、中学校 

３年生まで医療費を助成、第３子以降の子の出産に出

産祝金、また、その子が小学校に入学した時に入学祝

金を支給し、経済的負担の軽減を図ってまいります。 

障害者施策では、「第５期障害福祉計画」「第１期

障害児福祉計画」に基づき、障がい児・者が地域で安
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心して生活できるよう各種障害福祉サービス、生活支

援事業を引き続き行ってまいります。 

高齢者施策では、たとえ介護や医療が必要になって

も住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができ

るよう、「海津市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計

画」に基づき、医療・介護・介護予防・生活支援及び住

まいが一体的に切れ目なく支援できる地域の仕組みや

体制、地域包括ケアシステムの強化を進めてまいりま

す。 

また、「全国健康福祉祭ねんりんピック岐阜２０２０」

に向けて、本市の競技種目であるマラソン交流大会の

開催準備事業として、リハーサル大会を実施し、ふれあ

いと活力ある長寿社会の形成に寄与してまいります。 

老人福祉施設海津苑の運営につきましては、昨年夏

の源泉崩落以降、温水により運営しているところです

が、海津苑は市内高齢者の方々を中心に「憩いの場」と

して定着しており、東海三県からも多くの利用者にお

越しいただく「観光施設」としての位置づけもございま

すので、「温泉」として再開できるよう新たに源泉を掘

削する工事を進めてまいります。この工事期間を踏ま

え、５月７日から一時休館とさせていただきますが、指

定管理者とも協議しながら温泉再開に向けて努めてま

いります。 

母子・父子福祉の充実、地域福祉の推進、社会保障

制度の健全な運用では、引き続き事業の充実を図るこ

ととし、生活困窮者施策として、「くらしサポートセ
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ンター」を中心に、庁内関係課や同フロアにある無料

職業紹介所などと連携し、生活に困窮する方々の自立

支援に向けた相談支援を引き続き積極的に進めてまい

ります。 

また、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療制

度等の社会保障制度では、引き続き財政健全化に努め

ながら公的制度による適切な支援を行ってまいりま

す。 

   

次に、「安全で快適な 住み良い まちづくり」につ

いてであります。 

 

計画的な土地利用の推進では、都市計画法に基づく

「都市計画基礎調査」を実施し、県が策定する「都市

計画区域マスタープラン」の素案を作成し提出しま

す。 

交通網の整備では、地域住民の生活の足である鉄道

やバスなどの公共交通の運営は厳しい状況ではありま

すが、海津市地域公共交通網形成計画の改訂を行い、

地域社会に不可欠な生活インフラとして適正な規模で

維持してまいります。 

養老鉄道の利用促進として、駒野駅前の駐輪場整備

等により、更なる利用者の利便性の向上を図ってまい

ります。 

道路ストック老朽化対策では、道路施設の長寿命化

計画に基づき、点検・補修を進めてまいります。ま
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た、国道や県道改良推進のため、関係機関に要望を続

けてまいります。 

道路網の充実は、企業立地や地域産業の活性化、観

光地への誘客など、市に活力をもたらすものと期待し

ております。昨年１２月に東海環状自動車道西回り区

間の海津地区において起工式を開催したところであ

り、引き続き早期の全線開通を目指し、関係機関への

要望を続けてまいります。また、スマートインター 

チェンジ整備に向けて、アクセス道路整備を進めてま

いります。 

防犯対策・交通安全対策の充実では、通学路の安全

確保のため、交通安全施設工事等を進めてまいりま

す。 

住環境の整備では、公園、街路樹、市営住宅、定住

促進住宅の適正な管理に努め、空き家対策として「空

家等対策協議会」により、空家等対策計画に基づき空

き家の諸問題の対策を講じてまいります。 

また、定住奨励金交付事業、結婚生活支援事業、 

３世代同居・近居定住支援事業を積極的にＰＲするな

ど、全庁的な取り組みにより定住促進を図ってまいり

ます。 

防災対策の充実では、「海津市地域強靱化計画」に

基づき、いつまでも元気であり続ける強靱な海津市を

目指してまいります。 

消防・救急体制の充実では、消防職員の資格取得や救

急救命士の養成研修を継続し、常備消防、消防水利整備
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等による消防力の強化とともに、消防ポンプ車及び消

防団車両を各１台更新するなど、防災諸活動の強化を、

引き続き図ってまいります。 

上・下水道等の整備の上水道事業では、「水安全計

画」、「管路更新計画」に基づき、安全・安心な水道水

の供給と効率的な管理運営に努め、主に、継続事業であ

る海津北部浄水場受変電設備の更新や海津南部浄水場

の改築工事の詳細設計、また管路施設については、三郷

・須賀・金廻・津屋・太田地内の老朽管等の布設替え工

事を行ってまいります。下水道事業につきましては、

「長寿命化計画」に基づき施設の維持管理に努めると

共に、「ミックス事業」による海津浄化センター内に、

し尿・浄化槽汚泥投入施設の建設、「農業集落排水施設

の編入」による今尾浄化センターと高田・西島浄化 

センター統合に向けた詳細設計、内記・金廻地内の管渠

整備を行います。 

さらに「経営戦略」、「ストックマネジメント計画」

等に基づき、経営基盤の強化、財政マネジメントの向上

に取り組み、法適化移行に向け引き続き取り組んでま

いります。 

公園・緑地の整備では、公園、街路樹の適正な管理

に努め、平田リバーサイドプラザでは、指定管理者と

連携し、集客イベントを開催し利用促進を図ります。 

自然環境の保全では、「海津市環境基本計画」、

「海津市一般廃棄物処理基本計画」に基づき、循環型

社会システムの構築を目指し、廃棄物の減量及び資源
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化と適正な処理を行ってまいります。また、スマート

フォンを利用して、ごみ収集日、分別方法等を簡単に

確認できる「ごみ収集カレンダーアプリ」を作成いた

します。 

リサイクル事業では、各種団体にリサイクル奨励金

交付事業を広く周知し、また、市報等を通じエコドー

ムの利用促進を図り、ごみの減量及び資源化を図って

まいります。 

ごみ・し尿の処理では、廃棄物の適正な処理に継続

的に取り組んでまいります。 

また、合併浄化槽の設置については、補助額の見直

しを行い、下水道が接続できない地域では、合併浄化

槽設置の支援等を引き続き行い、快適な環境づくりを

進めてまいります。 

 

次に、「個性と創造性を培う こころ豊かな まちづ

くり」についてであります。 

 

本市の教育については、見直しを行った第２次海津

市教育振興基本計画に基づき、それぞれの目標達成に

向け施策を推進してまいります。 

学校教育環境の充実では、小中学校の規模及び配置

の適正化に関する基本的な考え方と、適正化に向けた

方向性について協議を行うため、「小中学校適正規模

に関する検討委員会」を引き続き開催いたします。 

また、学習指導要領の改訂に伴い「特別の教科道
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徳」の授業や小学校における外国語活動の充実、多様

なニーズに対応した特別支援教育に関わる支援体制の

強化に取り組んでまいります。教育指導環境について

は、児童生徒への学習支援や、いじめ・不登校に対応

した学級支援員、英語指導助手、英語活動インストラ

クター、スクール相談員の配置を行うなど充実に努

め、「かいづっち養老鉄道応援パスポート」による通

学助成、スクールバスの運行など安全安心に通学でき

る環境整備を図ってまいります。 

学校給食では、効率的な運営に努め、地元食材を取

り入れ、高度な衛生管理のもと、安全・安心な給食の

提供に取り組んでまいります。 

生涯学習環境の充実、青少年の健全育成支援では、

市民運動として展開している「あったかい言葉かけ運

動」の推進、「あったかい絆宣言」を市民に周知する

とともに、学習の場である社会教育施設の適切な維持

管理を行い、市民が心豊かな生活を送ることができる

よう学習環境の充実に努め、多種多様な学習機会の提

供や学習活動の支援を行ってまいります。 

また、国・県の補助を受け、家庭教育支援拠点整備

事業として、専任の家庭教育支援員を配置し、にこに

こ子育て支援事業の推進など、家庭教育に関する情報

提供や学習機会の提供、相談対応等を行い、すべての

保護者が安心して家庭教育が行えるよう家庭教育支援

体制の充実を図ってまいります。 

文化の振興では、「第７回禹王サミットｉｎ海津」
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の開催、北部浄水公園ハリヨ池周辺の整備を進めるほ

か、市内に点在する文化遺産の歴史的価値を高め、保

存・継承を大前提に、後世に伝える貴重な文化財資源

を活用し、郷土に対する愛着を深めてまいります。 

芸術文化事業では、文化団体が行う音楽や芸術活動

の支援、質の高い文化に触れあう機会の提供、市民参

加による生きがいと共生を目指し、２０２０年開催予

定の市民創作劇プレ公演の開催など、生きがいを感じ

る豊かな心を育むとともに、地域資源を生かした地域

文化の醸成を図ってまいります。 

スポーツ活動の振興では、「海津市スポーツ推進計

画」の見直し、グラウンドゴルフ場の拡張整備を行う

など、スポーツを楽しむ機会の創出、スポーツ環境の

整備と推進する人材並びに組織の充実、情報の収集と

発信を進めてまいります。また、長良川国際レガッタ

コースでは、本年も全日本中学選手権競漕大会の会場

となることから、大会を通じてボート競技の普及・推

進を図ってまいります。 

地域間交流・多文化共生の推進では、姉妹都市・友

好都市であります霧島市、酒田市との交流活動の充実

を図りながら、交流希望者が参加しやすい環境づくり

に努め、引き続き推進してまいります。  

 

次に、「自然と調和のとれた 賑わいと活力のある 

まちづくり」についてであります。 
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農林漁業の振興では、水田営農においては、農地中

間管理事業による担い手への農地集積を推進する 

一方、非主食用米や多収米、及び野菜等畑作物を導入

する経営の多角化を推奨し経営体の競争力強化を図っ

てまいります。 

岐阜県就農支援センターでのトマト栽培の新規就農

者に対しては、農地の確保及び機械設備の導入等、国

・県事業に加え、その経営を支援してまいります。 

農作物の生産を下支えする農業インフラは、所管す

る土地改良区等の運営を支援し、他方、農業者自らが

道水路の維持管理等に取組む多面的機能支払交付金事

業を推進してまいります。 

また、道の駅クレール平田と月見の里南濃につきま

しては、経営指導を受けながら、地域の特産品、 

６次化商品等の品揃えの充実を図り、効果的な施設運

営を目指してまいります。 

次に、林業振興では、新たに創設される森林環境譲

与税を活用した森林経営管理制度のもと、林業経営に

市が仲介役となり、適切な森林経営管理に努めるとと

もに、森林保全を第一義とし適切に林道の管理を行う

ほか、間伐及び枝打ち等、財産区や森林組合と協議し

て適切な森林管理や森林の多面的な機能維持に努めて

まいります。 

農業委員会では、農業委員会等に関する法律の改正

により、農地利用の最適化推進に関する業務が必須事

務として位置づけられたことに伴い、農地利用の効率
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化等を図ってまいります。 

商業、工業、観光の振興、働きやすい職場づくりの

促進では、市商工会、観光協会などと連携しながら地

域の活性化を図ってまいります。 

また、全国的な取り組みにはなりますが、消費税率

引き上げに伴う低所得者・子育て世帯の消費に与える

影響を緩和するために「プレミアム付き商品券」を発

行し、市内景気の刺激・促進に努めます。 

 企業誘致では、駒野工業団地開発事業に伴うアクセ

ス道路と上水道の整備工事を進め、年度末までの工業

団地全体の完成を目指します。同時に、岐阜県土地開発

公社と協力し合いながら、優良企業の誘致に積極的に

取り組んでまいります。 

 

次に、「協働による 自主的・自立的な まちづく

り」についてであります。 

 

市民参画・協働自治の推進では、「市報かいづ」、

「議会だより」の発行や、「ホームページ」、 

「フェイスブック」、「インスタグラム」など 

ソーシャルメディアの活用により、市政をより身近に

感じていただけるよう、市の事業やイベントなどの情

報発信を積極的に行うとともに、開かれた議会を目指

すため、「ユーチューブ」を活用した議会一般質問の

録画配信を行ってまいります。 

また、市民と市が協働で実施するまちづくり事業に
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補助する「夢づくり協働事業」を引き続き実施してま

いります。更に、懸案であった自治基本条例の制定に

向け取り組んでまいります。 

人口減少対策事業では、昨年に引き続き、同窓会開

催助成金交付事業や、西美濃創生広域連携により定住

促進を図るなど、地方創生総合戦略を推進してまいり

ます。 

平等な社会の推進では、「第３次男女共同参画プラ

ン」により、「女（ひと）と男（ひと）がともに輝く

まちづくり」の実現に向けた働き方改革など、男女共

同参画の推進を図り、「人権教育・啓発基本計画」に

より、同和問題をはじめ、あらゆる差別の解消を願

い、人権思想の普及に努め、人権施策を推進してまい

ります。 

地域情報化・電子自治体の推進では、マイナンバー

制度に対応し、情報セキュリティポリシーの適正な運

用を図りながら、全庁的な情報の管理体制を一層推進

してまいります。 

また、契約管理システムの導入や、ホームページを

すべての利用者が必要な情報を探しやすく、利用しや

すいものとするためリニューアルいたします。 

広域的な連携体制の確保では、西美濃創生広域連携

による観光や就労支援、創業支援、定住促進、職員の

合同研修に取り組んでまいります。 

効率的な行財政運営の推進では、職員の能力及び実

績に基づく人事評価制度による人事管理を行う一方、
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メンタルヘルス対策の充実を図りながら健康管理、職

場管理により、職場の活性化を図ってまいります。ま

た、岐阜県、霧島市、養老町との相互交流などによ

り、これからの行政課題に的確な対応ができる人材の

育成を研修を通じて積極的に行ってまいります。 

少子高齢化等による今後の公共施設等の利用需要の

変化や、合併後の施設全体の最適化を図るため、「公

共施設等総合管理計画」に基づく個別施設計画の策定

を進め、施設更新・統廃合・長寿命化など計画的に行

うことで、財政負担の軽減もしくは平準化を図ってま

いります。 

 

以上、これら施策の具現化に向けた予算として、予

算編成方針及び地方財政計画に基づき編成した平成 

３１年度当初予算は、 

・一般会計で、１４７億１，６００万円 

・特別会計で、１１７億３，７６０万円 

・企業会計で、２５億４，３００万円 

・財産区会計で、３９０万円となり、 

予算総額では、２９０億５０万円となりました。 

 

市民の皆様、そして議員各位の一層のご理解とご協

力を心からお願い申し上げ、私の施政方針並びに平成

３１年度当初予算の概要とさせていただきます。 

続きまして、他の議案につきまして、順次ご説明申し

上げます。 
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最初に、報告案件３件について、その内容をご説明申

し上げます。 

 

報告第１号及び報告第２号の「専決処分の報告」につ

きましては、道路舗装路面の陥没を原因とする大型自動

二輪車破損事故について、平成３０年１２月２０日付け

で、公用車と普通自動車との追突事故について、 

平成３１年１月１８日付けで、それぞれ和解及び損害賠

償金の決定をし、専決処分に付しましたので、地方自治

法第１８０条第２項の規定によりご報告するものであ

ります。 

 

報告第３号の「専決処分の承認を求めること」につき

ましては、海津温泉の源泉井戸新規掘削許可申請に係

る届出が岐阜県自然環境保全審議会温泉部会に受理さ

れ、工事の手法が固まったこと、また、温泉施設として

早期に再開するため、設計委託料１５１万２千円を追

加する平成３０年度海津市一般会計補正予算（第７号）

を平成３１年１月２５日付けで専決処分に付しました

ので、地方自治法第１７９条第３項の規定により報告

し承認を求めるものであります。 

 

 次に、人事案件２件について、その内容をご説明申し

上げます。 

諮問第１号及び諮問第２号の「人権擁護委員の推薦

につき意見を求めること」につきましては、平成３１年
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６月３０日に任期満了となります菱田
ひ し だ

司朗
し ろ う

氏に代わり、

海津町萱野３６９番地２ 入水
いりみず

幸茂
ゆきしげ

氏を、また 

黒田
く ろ だ

了恵
りょうえ

氏に代わり、平田町今尾９４６番地  

鈴木
す ず き

美千代
み ち よ

氏を新たに委員として推薦したいので、 

人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意

見を求めるものであります。 

    

続きまして、補正予算案件４件の概要につきまして

ご説明します。資料２をご覧いただきたいと思いま

す。 

  

議案第１４号の「平成３０年度海津市一般会計補正

予算（第８号）」につきましては、歳入歳出それぞれ 

８，５８７万７千円を減額し、補正後の予算額を歳入

歳出それぞれ１５６億２，７５５万３千円とするもの

であります。 

 

歳出の主なものといたしまして、年度末において不

用額を生ずる主な諸事業の予算を整理し、普通交付税

の交付額の確定を受け財源の組み替えをしておりま

す。 

総務費、交通安全対策費、生活交通対策費で、養老



 

22 
 

鉄道に対する養老線支援基金積立負担金５９０万円を

追加いたしました。 

民生費、社会福祉費、障害福祉費で、事業実績見込

み等により自立支援医療費５００万円、福祉医療費

で、重度心身障害者医療費助成２０万円、乳幼児等医

療費助成９７０万円、母子家庭等医療費助成 

１００万円を減額し、父子家庭等医療費助成８０万円

を追加、ゆとりの森管理費で、空調設備更新工事請負

費１，４００万円を入札差金として減額し、海津苑管

理費で、ジェットポンプ取替修繕工事請負費 

１９３万８千円を次年度工事とするため減額、経営の

収支状況により海津苑指定管理者運営補償金 

２，３３３万３千円を追加し、 

児童福祉費、児童福祉総務費で、子ども・子育て支

援事業計画策定委託料２００万円を入札差金として減

額し、事業実績見込み等により、母子福祉費で、児童

扶養手当１，２００万円を減額し、母子自立支援費 

１１１万２千円、児童扶養手当負担金過年度返還金 

２９万８千円を追加、保育園費で公立認定こども園の

保育士賃金４００万円、留守家庭児童教室費で、支援

員賃金４００万円、児童手当費で、児童手当 

１，１００万円を減額し、 

生活保護費、生活保護扶助費で、事業実績見込み等

により生活保護扶助費５００万円を減額いたしまし

た。 

衛生費、保健衛生費、斎苑管理費で、南濃斎苑解体
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工事請負費３７９万１千円と、清掃費、清掃総務費

で、市指定ごみ袋購入費５００万円を入札差金により

減額し、し尿処理費で、設置・接続の申請増により浄

化槽設置等事業補助金３８１万８千円を追加しまし

た。 

農林水産業費、農業費、農業振興費で、補助金額等

の確定等により、経営体育成支援事業助成金 

１，０１６万７千円、機構集積協力金交付事業費補助

金２，９４８万８千円を追加し、元気な農業産地構造

改革支援事業補助金３，１５５万１千円、農業次世代

人材投資事業費補助金４２５万９千円、競争力強化生

産総合対策条件整備事業費補助金 

１，６０５万８千円、農地費で、事業実績に基づき多

面的機能支払事業交付金１，６８７万２千円を減額い

たしました。 

土木費、道路橋梁費、道路橋梁新設改良費で、事業

実績見込みに基づき物件移転補償金２１５万５千円を

減額し、 

住宅費、住宅管理費で、対象世帯減のため公営住宅

等家賃補助金１７９万２千円を減額いたしました。 

消防費、非常備消防費で、出動実績により消防団の費

用弁償１５０万円を追加し、消防施設費で、次年度工事

とするため消防水利整備工事請負費４８０万６千円を

減額いたしました。 

教育費、保健体育費、保健体育総務費で、精算により

全日本中学選手権競漕大会負担金１００万円、高校総
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体実行委員会負担金７９３万８千円、給食管理費で、実

績見込みにより賄材料費１，２００万円を減額いたし

ました。 

諸支出金、基金費、ふるさと応援基金費で、寄附額の

増加によりふるさと応援基金積立金１，６００万円を

追加し、 

特別会計費、介護保険特別会計費で、介護保険特別会

計の補正予算に伴い、介護保険特別会計繰出金 

１６５万円を減額し、後期高齢者医療特別会計費で、同

じく後期高齢者医療特別会計繰出金４１万７千円を追

加いたしました。 

 

歳入につきましては、地方交付税の普通交付税で、

算定結果により４億５，３２１万４千円を追加し、 

国庫支出金で、障害者自立支援給付費負担金 

２５０万円、児童福祉費負担金３４４万４千円、生活

保護費負担金８３６万５千円、児童手当負担金 

８２０万６千円、社会福祉費補助金７００万１千円を

減額し、 

県支出金で、障害者自立支援給付費等負担金 

１２５万円、児童手当負担金１３９万７千円を減額

し、児童福祉費負担金２７万８千円、保険基盤安定負

担金３１万２千円、かいづ夢づくり協働事業の彼岸花

まつりと石津駅前バス停整備に対する、清流の国ぎふ

推進補助金１２９万円を追加し、障害福祉費補助金 

３５０万１千円、福祉医療費補助金８０５万５千円、
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農業費補助金１，２３３万３千円、農地費補助金 

１，２６５万３千円をそれぞれ事業実績見込みに基づ

き減額し、 

財産収入で、市有地の売却に伴う土地売払収入 

４，０１９万３千円を追加し、 

寄附金で、寄附金増に伴い、ふるさと応援寄附金

１，１００万円、養老鉄道に対する総務費指定寄附金

５９０万円を追加し、 

繰入金で、今回の補正の財源調整により、財政調整基

金、減債基金、環境施設整備基金の基金繰入金５億円を

減額し、 

繰越金で、前年度繰越金４，２３５万６千円を追加

し、 

諸収入、雑入で、精算による過年度収入 

４１９万２千円、給食事業収入１，２００万円、営業実

績により海津苑指定管理者納付金５，０００万円を減

額し、宝くじ収益金による市町村振興協会市町村交付

金１，３７７万７千円、生活保護費用返還金２２０万円

を追加し、 

市債で、ゆとりの森空調設備更新事業債１，３３０万

円、南濃斎苑解体整備事業債３６０万円、消防水利整備

事業債４６０万円を減額させていただくものです。 

 

繰越明許費では、駒野工業団地開発事業 

１億７，９８７万５千円、文化センター空調設備更新

事業３８２万４千円を、３１年度への繰越事業とさせ
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ていただき、 

 

債務負担行為の追加及び変更では、１０月に予定さ

れている消費税率の変更に伴い、指定管理者管理料の

限度額を、水晶の湯で２１万９千円、市民プールで 

１６２万３千円、期間をそれぞれ平成３１年度から 

３３年度とする追加を行い、公営住宅等家賃補助金の

対象者の支給時期の調整により、限度額を３９０万

円、期間が平成３１年度から平成３２年度のものを、

限度額３６４万円、期間を平成３１年度から 

平成３３年度に変更いたしました。 

地方債補正では、事業費実績見込みに併せ、それぞ

れ限度額を減額させていただくものです。 

 

議案第１５号の「平成３０年度海津市国民健康保険

特別会計補正予算（第４号）」につきましては、諸支

出金の償還金及び還付加算金で、２９年度の療養給付

費交付金及び負担金、特定健康診査・保健指導負担金

の確定によりまして、国県支出金の返納金 

２，４２６万４千円を追加し、その財源に基金繰入金

及び繰越金を充て、補正後の予算額を歳入歳出 

５０億５９５万３千円とするものです。 

 

議案第１６号の「平成３０年度海津市介護保険特別

会計補正予算（第２号）」につきましては、歳入歳出

にそれぞれ６８４万３千円を追加し、補正後の予算額
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を歳入歳出３５億２，００２万１千円といたしまし

た。 

補正内容につきましては、歳入で、国庫支出金で、

介護保険システム改修補助金１６５万円の交付決定を

受け追加し、同額を一般会計繰入金で減額し、制度改

正に伴う保険者機能強化推進交付金６８４万３千円追

加し、歳出で、基金積立金、介護給付費準備基金積立

金として同額を積立てるものです。 

 

議案第１７号の「平成３０年度海津市後期高齢者医

療保険特別会計補正予算（第３号）」につきまして

は、後期高齢者医療広域連合納付金、保険基盤安定繰

出金４１万７千円を追加し、その財源に一般会計繰入

金を充て、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ７億

５，４０５万４千円とするものです。 

                      

続きまして、条例案件３件について、その内容をご説

明申し上げます。 

 

議案第１８号の「海津市児童発達支援事業所条例の

廃止する条例」につきましては、平成３１年４月１日よ

り海津市社会福祉協議会が岐阜県の指定を受け、児童

発達支援事業所みらいを運営することになり、本市が

設置する「海津市児童発達支援事業所みらい」を 

３月３１日をもって廃止するため、条例を廃止するも

のであります。 
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議案第１９号の「海津市水道事業の布設工事監督者

の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格

基準に関する条例の一部を改正する条例」につきまし

ては、水道法施行令及び水道法施行規則の一部改正に

伴い、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件

について、専門職大学の前期課程の修了者を短期大学

の卒業者と同等に扱うこととするほか、所要の改正を

行うため、条例の一部を改正するものであります。 

 

議案第２０号の「海津市図書館条例の一部を改正す

る条例」につきましては、図書館法第１４条の規定によ

り、図書館の運営等の諮問機関として、海津市図書館協

議会を新たに設置するため、条例の一部を改正するも

のであります。 

また、新たに「海津市図書館協議会委員」を任命する

ため、「海津市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償

に関する条例」の一部を改正するものであります。 

 

続きまして、その他案件２件について、その内容をご

説明申し上げます。 

 

議案第２１号の「市道路線の認定、廃止及び変更」

につきましては、道路法の規定により、新設道路の認

定、用途変更に伴う廃止及び開発事業等に伴う起終点

の変更を行うものであり、道路法第 8 条第 2 項及び第
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１０条第３項の規定により、議会の議決を求めるもの

であります。 

 

 議案第２２号の「平成３１年度海津市下水道事業特

別会計への繰入」につきましては、現在建設中の建設費

を含め、下水道関連施設に係る維持管理費について、平

成３１年度予算において大きな支出が見込まれ、事業

収入のみでは健全財政を維持する事が困難ですので、

地方財政法第６条の規定により、一般会計から繰り入

れするものであります。 

 

以上、私の市政に対する所信と、平成３１年度予算

案並びに条例その他の案件について、ご説明を終わり

ます。 

 何とぞよろしくご審議いただきまして、適切なご議

決を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 長時間ご清聴いただきまして、ありがとうございま

した。 


